
ため池の安全対策の必要性
・ため池の周辺は、都市化や混住化が進んでいるところも多く存在し、事故の危険があります。
・このような中、安全管理に対する施設管理者の意識の向上、地域の関係者間の連携などが重要と

なっています。
・ため池の管理者等は、周辺住民による利用や管理者による施設管理に当たって、安全を確保し生

命を守る上で安全施設が非常に重要であること、その整備は管理者等の責任であることを再認識
することが必要です。

□年度別の死亡事故発生件数

□死亡事故の原因別割合

□月別の死亡事故発生件数

□死亡事故者の年代別割合

注)各都道府県から農林水産省への事故報告（平成28年度～令和7年度）による。
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（件数）

娯楽中(釣り､

水遊び等)

17%

車両事故

14%

管理作業中 7%

農作業中 3%
水難者救助 2%

その他

(不明を含む)

57%

10歳未満

4%

10歳代

3%

20歳代

3%
30歳代

3%

40歳代

2%

50歳代

7%

60歳代

11%

70歳代

26%

80歳代以上

27%

不明

14%
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